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特

集中国問題に日本共産

党はどう対応してきたか
事実と道理で批判 打開の方策を提起 
日本共産党を含む野党連合政権の樹立

を、と政権交代の期待が高まる一方で、日本

共産党を中国共産党と意図的に同一視す

るデマ宣伝も増えてきました。改めて、歴史を

振り返り、デマを見抜いて頂きたいと思いま

す。2021/7/1(木)に赤旗日刊紙に掲載され

た特集記事から引用・構成します。 

日本の領土である尖閣諸島の周辺

海域での領海侵犯の頻発、香港や

新疆
しんきょう

ウイグル自治区での人権抑圧

の深刻化など、近年、国際社会の懸

念を強める中国の行動が続いていま

す。日本共産党はこれまで一貫して、

こうした平和や民主主義、人権保障

に逆行する中国の危険な動きを、事

実に基づき、国際法にのっとって、

厳密で理性的な批判を加え、事態の

打開の方策を提案してきました。他

方、いまの政権与党の自民党、公明

党は、これらの問題で道理ある批判

的な視点を欠き、政権与党に求めら

れる責任ある姿勢を示せないでいま

す。この間の経緯を振り返ってみま

した。 

「文化大革命」 

1966年から10年間にわたる「文化

大革命」について、社会主義・共産

主義とは無縁の毛沢東派による、

「無制限な専制支配をうちたて、

〔…〕計画的にひきおこした政治闘

争」(67/10/10付論文)と本質をズバリつ

く批判をおこないました。すでに毛

沢東派は、「鉄砲から政権が生まれ

る」と暴力革命をおしつけ、それを

拒絶する日本共産党を「修正主義」

と打倒の対象とし、大規模な干渉に

乗り出していました。それ以降の32

年間にわたる日中両党の関係断絶の

原因となりました。 

天安門事件 

89年6月、民主化を求める学生ら

の平和的デモを中国指導部が武力弾

圧したのに対し、「中国党・政府指

導部の暴挙を断固糾弾する」との党

中央委員会声明を発表し、断固とし

た抗議を内外に明らかにしました。 

日中両党関係正常化 

98年に中国共産党が文革時の日本

共産党への攻撃・干渉への反省を表

明したのを受け、それを共同コミュ

ニケで確認し、両党関係は正常化し

ました。 

この際も両党首脳間の会談で、日

本共産党は天安門事件への批判的立

場を再度表明し、「言論による体制

批判に対しては、これを禁止するこ

となく、言論で対応する」ことの重

要性を指摘しました。 

関係正常化後も、尖閣問題では国

際法に基づいた道理ある態度を表明

し、中国との意見の違いが表面化し

ました。ノーベル平和賞受賞者 劉
りゅう

暁波
ぎょうは

氏の問題、チベット問題などで

も、日本共産党の立場を直接外相に

表明し、書簡を通じて総書記にも伝

えています。 

28回大会での綱領改定 

昨年1月の第28回党大会で党綱領

を改定し、中国の大国主義、覇権主

義に対する批判を綱領上明確にし、

中国について「社会主義を目指す新

協力弁護士と初回無料で法律相談が

できます【予約制・30分】 

⚫ 第 2金曜日：午後 2時〜4時 

⚫ 緊急対応・電話での相談など、ご

相談に応じます。まずはお電話を 

9/10(金), 10/8(金)分予約受付中！ 
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天安門事件について、中国共産党と政府指導部を糾弾する日本共
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しい探究が開始され」た国とい

う規定を削除しました。核兵器

禁止条約への反対など核兵器問

題での変質、東シナ海と南シナ

海での覇権主義的行動、香港や

新疆ウイグル自治区などでの重

大な人権抑圧の深刻化などによるた

めです。 

この大会の前には、党本部を訪問

した孔
こう

鉉佑
げんゆう

駐日中国大使にたいし、

中国についての党の立場を説明し、

本国に伝えるよう要請しました。 

強まる現状変更の動き 

中国は、日本の尖閣諸島で公船に

よる領海侵入を繰り返し、東南アジ

ア諸国との間で領有権紛争を抱える

南シナ海では軍事拠点を構築するな

ど、力による現状変更の動きを続け

ています。今年2月には海警法を施

行。中国周辺の広い海域を「わが国

の管轄海域」と一方的に規定し、海

警局の公船に「武器使用」を含む強

制措置をとる権限まで認めました。 

日本共産党は、改定綱領を力に、

中国の覇権主義の強まりに毅然
き ぜ ん

とし

て対応してきました。紛争の平和的

解決を定めた国連憲章や国連海洋法

条約など、国際法に基づいた批判は、

政界やメディアなどから広く注目さ

れています。 

国際社会の対応を提言 

覇権主義的なふるまいを強める中

国にたいして、国際社会がどう対応

すべきか。軍事的対応の強化でこた

えるのでは、“軍事対軍事”の悪循

環をつくり、一触即発の事態に陥る

危険さえあります。軍

事偏重の危険なエスカ

レーションの道に日本

共産党は厳しく反対し、

以下の対応を提起して

います。 

第一に、「国連憲章

と国際法を順守せよ」

と中国に迫っていく国

際世論による外交的包

囲です。価値観の一致

は基準にはならず、国

際基準は、国際法しか

ありません。第二に、

中国を排除するのでは

なく、中国を含めたイ

ンクルーシブ（包含的）

な枠組みでの外交をすすめることで

す。その点では、2014年には北東ア

ジア平和協力構想を提起し、その後

も事態の進展にあわせて、東アジア

の平和に向け、積極的に発信してき

ました。 

※政権与党の態度にたいする批判など、記事全文

は https://www.jcp.or.jp/akahata/aik21/2021-07-

01/2021070101_02_0.htmlでお読みいただけます 

真実がわかる 今を知る【しんぶん赤旗】のご購読を。日刊紙 3,497円/月(学割 2,200円/月) 日曜版 930円/月。    お申し込みは柴田民雄事務所 858-3255まで。日刊紙電子版は https://www.akahata-digital.press/ へ 

日本の尖閣諸島領有の正当性を主張した志位和夫委員長と

程永華中国大使の会談を報じる2012/9/22「しんぶん赤旗」 

自由・民主主義・人権 花開く社会めざす日本共産党 

日本共産党のめざす社会主義・共産主義は、資本主義のもとでの自

由・民主主義・人権の成果を全面的に受け継ぎ、花開かせる社会です。

日本では、今の中国のような一党制、自由な言論による体制批判を禁じ

るような抑圧は、断固として排することを明確にしています。 
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